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【事業要綱】

１．事業実施に至る背景
ゆめ100戦士ソイガイヤーは、一般社団法人長岡青年会議所（以下、「長岡JC」とする）のオフィシャルキャラクターとして、2006年の誕生以来、クラブ活動を通じて復興・自然・米百俵精神などを発信しながら、長岡JCとしての地域貢献を目的に青少年の健全育成、まちづくり活動への参加などLOMの委員会活動に匹敵する公共性の高い多角的な活動を行ってまいりました。また、昨年度クラブソイガイヤーでは、ゆめ100戦士ソイガイヤーNEXTとしてリニューアルを行い、新たな設定のもと、子供たちに「夢」を、長岡に「希望」を届ける為に活動を続けております。
その活動の一つとして、長岡市の最大行事である長岡まつりにも、毎年、積極的な参画を続けており、今年も長岡まつりに参画することは、長岡JCのPRとしても効果的であると考えます。
２．事業目的（対外）

長岡まつりに来場しているご家族や子供たちにヒーローショーを用いて、長岡まつりの起源やフェニックス花火の成り立ちを示し魅力を伝えることで、今後の長岡まつりへの積極的な参加や故郷を想う心を醸成します。
３．事業目的（対内）

ヒーローショーという手法を通じ、子供たちにどうやって長岡の歴史を伝えていくのか、どうすれば笑顔を与えられるのかと考えながら設営に取り組むことで、クラブメンバーが今後のJC活動のヒントを得ることを目的とします。
また、長岡JCメンバーにはショーを見に来ていただき、子供たちの反応を直接感じていただくことで、JC活動の意義を改めて認識していただくことを目的とします。
４．事業の対象者

(1) 対外対象者：長岡市近郊の一般市民、子供
(2) 対内対象者：長岡JCメンバー 


【事業概要】

１．実施日時

(1) 実施日：　　平成26月08年03日（日）

(2) 実施時間：　　10：30～11：00、13：30～14：00
(3) 設営時間：　　08：30～15：00
２．実施会場

(1) 会場名：  アオーレ長岡　市民交流ホールA
場面図 

３．参加員数結果報告並びに参加推進計画検証
(1) 対外対象者
長岡市近郊の一般市民、子供たち 　2ステージ合計 約500名に対し、
午前の部　約300名　/　午後の部　約270名
合計  参加員数計画500名に対して、約570名　114%
(2) 対内対象者

参加員数計画で、長岡JCメンバー162名（休会・退会者　対象外）に対して、　　　　クラブメンバー10名、見学メンバー13名
合計  参加員数計画162人に対して、23人　14.2％

(3) 参加推進方法についての検証

① 長岡まつり公式ホームページへの掲載や、案内看板の掲示を行うことで会場外に来られている方々にショーの開催を周知し、集客につなげることが出来ました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立て看板
② メンバーがナカドマ等で集客の呼び込みをする際に、昨年度に製作したのぼり旗が人目を引き、集客対して非常に有効的でした。
③ ショーの開始直前に練り歩きを実施したことで、会場への直接的な誘導に繋がり、集客を有効的に行うことができました。

４．外部協力者（協力種別）

（共　　催） 長岡まつり協議会

（資料提供）長岡戦災資料館、㈱エヌ・シィ・ティ
（業務委託）(有)ジョイント企画 新潟営業所
　５．引用著作物の有無

なし
６．実施組織

(1) 役割分担表　※各担当責任者「○」
①事前準備役割表
	項 目
	担 当 者

	統括責任者 
	池田治会長 

	統括補佐
	高野泰副会長

	事業チーフ 
	曳田竜介運営担当幹事

	サブチーフ 
	杉本淳

	協力団体打ち合わせ 
	曳田竜介運営担当幹事、○杉本淳補佐

	長岡まつり協議会打ち合わせ 
	○渡辺道郎補佐、永澤政裕
杉本淳補佐
髙見礼央会計担当幹事

	委員会PR
	クラブメンバー

	シナリオテーマ
	池田治会長

	シナリオ精査 
	○大宮丈範副会長、高野泰副会長

	メンバー案内文作成、配信 
	曳田竜介運営担当幹事

	メンバー取り纏め 
	曳田竜介運営担当幹事

	備品準備
	髙見礼央会計担当幹事、齋藤伸輔

	コスチュームメンテナンス
	八木野寿人補佐、○大川俊泰補佐


②当日の役割分担
	項 目
	担 当 者

	統括責任者 
	池田治会長 

	統括補佐
	大宮丈範副会長

	事業チーフ 
	曳田竜介運営担当幹事

	サブチーフ 
	杉本淳補佐

	協力団体打ち合わせ 
	杉本淳補佐

	長岡まつり協議会打ち合わせ 
	〇渡辺道郎補佐、大宮丈範副会長、永澤政裕、齋藤伸輔

	練り歩き補佐
	池田治会長、高野泰副会長、大宮丈範副会長、
曳田竜介運営担当幹事、○渡辺道郎補佐、
佐藤智之、大関英晃

	会場警備
	高野泰副会長、髙見礼央会計担当幹事、
〇杉本淳補佐、江口健太郎補佐、佐藤智之、大関英晃

	ステージ出演（司令長官）
	池田治会長


	照明
	八木野寿人補佐

	PC操作
	大宮丈範副会長

	カメラ、記録
	稲川雄一副会長、高野泰

	メンバー取り纏め 
	曳田竜介運営担当幹事

	弁当・飲料手配
	○杉本淳補佐、永澤政裕

	備品手配、運搬
	○髙見礼央会計担当幹事、齋藤伸輔


７．事業目的達成の検証
(1) 事業目的に達した点

① 来場した市民（子供たち）に、フェニックス絵本を用いることでより分かりやすく、中越地震からの復興の歴史やフェニックス花火の成り立ちを伝えることができました。
② シナリオの中にフェニックス募金の紹介を加えることで、長岡JCがフェニックス募金に関わっている活動をPRすることができました。
③ 終了後、会場外でフェニックス募金活動を行うことで、ショーをご覧になってフェニックス花火や募金に対する意識を高めた気持ちを、募金という形で行動に繋げてもらうことが出来ました。
④ ショーの演出としてメンバーが登場することで自ら参画し、来場された方に対して目的を伝えることが出来るという成果を感じて貰いました。

⑤ ショーを見ていただいたメンバーが会場内の子供たちの反応や、会場外で募金に繋がる行動を直接感じて貰うことで、JC活動の意義を感じて貰うことに繋がりました。
(2) 事業目的に達しなかった点

① JCメンバーの参加が少なく、会場にて多くのメンバーから直接効果を感じて貰うことができませんでした。長岡まつり当日ということや、会場のキャパシティを考えると全てのメンバーに参加いただく事はできませんので、当日の様子をブログに掲載し周知すると共に、映像をご覧になりたい方には個別に対応させていただきたいと考えています。
８．実施上の問題点

(1) 予算上の問題点

① 事業計画時に検討していた市民活動助成金の対象となる事が出来ませんでした。
(2) 運営上の問題点

② 長岡まつり公式ホームページへの掲載において、「ゆめ100戦士クラブソイガイヤーNEXTヒーローショー」と記載が誤っておりました。正式には「ゆめ100戦士ソイガイヤーNEXTヒーローショー」となります。行政との綿密な打ち合わせが求められました。
② 観客からの会場の場所について問い合わせが多くありました。ショー開始時間間際の入場が多かった点から、開催場所を練り歩き時に的確に周知する必要がありました。
９．公益・共益の区別及び判断に関わる事項

◎公益目的事業の判断に関わる事項
(1) 公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由
番号・内容：7.児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業 

理由：子供たちに長岡まつりの起源や、フェニックス花火の成り立った経緯を学んでもらうことにより、楽しいだけのお祭りではなく、中越大震災からの復興について考えていただき、多面的に物事を見る目を養うことができると考えます。
(2) 上記の目的を実現するために事業実施において注力する点 

① 子供たちにも理解しやすい言葉を用い、派手で大きな仕草で伝えます。 
② 出演者が子供たちに語りかけることにより、子供たちに考えるきっかけを作り、学習効果を上げることに繋がります。
(3) 判断理由 

① 事業の目的が不特定多数の利益になっていると判断できる理由 

地域の子供たちがショーを楽しみながら自然と長岡の歴史を学ぶことは、子供たちの郷土愛の醸成に効果があると考えます。
② 事業の参加者が不特定多数である(広く一般公開されている)と判断できる理由

長岡まつりの一環事業として、参加は常に開放されています。誰でもすぐに参加できることから、不特定多数であると考えます。 

１０．次年度への引継事項

① アオーレ長岡の市民交流ホールAはショーを実施する為の設備が充実しており、収容人数も理想的な人数で実施会場としては最適と考えます。また、空調設備も完備されているので熱中症対策の必要もなく、子供たちが安心してショーを楽しめる会場ですので、是非とも次年度も会場として利用できるように調整してください。

② プロジェクターを活用しての演出は効果的ですので、格闘シーンでの活用などさらなる工夫を検討してください。
③ ショーの開始前に開催場所を多く聞かれました。市民交流ホールAという名称が一般の方に浸透していない可能性がありますので的確にご案内できるようにクラブメンバーで誘導してください。

④ 別会場で同時刻または近い時間にヒーローショーが開催される場合はそちらのことを一般の方に尋ねられることがあります。ソイガイヤーショーへの絶好の誘導機会でありますので、的確な対応をしてください。
⑤ 会場内の動線を踏まえたレイアウトが必要です。会場内前方の臨時座席とブルーシート席の配置を事前に検討してください。　　　　　　　　　　　　　　　　
１１．決算総額
(1) 金　117,120円
収支決算書　
１２．委員長所見

本事業は、クラブソイガイヤーの活動目的である『子供たちに「夢」を、長岡に「希望」を届ける』を掲げ、子供たちに楽しみながら長岡のまちを知って貰いたいという想いから実施しました。ゆめ100戦士ソイガイヤーの誕生以来、8月3日長岡まつり「わんぱくおまつり広場」でのショーは9年目となりました。近年はアオーレ長岡の市民交流ホールAを会場にし、午前と午後の2ステージを実施するという設えで、より多くの市民から参加していただけるように設営を行いました。

当日の野外は炎天下の真夏日という状況でしたが、会場内は熱中症の心配も必要なく、小さなお子様連れでも安心してショーを楽しんでいただくことができたと思います。集客に関してはクラブメンバーによる呼び込みと、のぼり旗や立て看板の効果もあり、定員を超える合計500名以上の市民に来場していただく事ができました。
ショーの内容については、ジョイント企画様との綿密な打ち合わせ・リハーサルを行い、市民交流ホールAの充実した設備も加わり、プロジェクターを使用した映像による演出や、ポンド・パディ司令長官やフェニックス博士が直接説明する演出を盛り込み、ヒーローショーという手法を用いながら、フェニックス花火の精神性をわかりやすく伝えることができたと思います。
最後になりますが、友情出演していただいたフェニックス博士こと桑原望青少年委員長はじめ、クラブ活動に多大なるご理解とご協力をいただきました長岡JCメンバーの皆様に心から感謝を申し上げます。そして各委員会活動が多忙を極める中、設営いただいたクラブソイガイヤーメンバーに感謝を申し上げて、委員長所見ならぬ司令長官所見とさせていただきます。本当に有難うございました。



【使用資料一覧】

(1) 使用資料

・案内文
・シナリオ
・場面図
・備品リスト
(2) 参考資料

　　　・会場の様子
　　　　　① 風景1
　　　　　② 風景2
　　　　　③ 風景3
　　　・立て看板
　　　・市民活動助成金について
(3) 収支決算書
・収支決算書


上程スケジュール

第06回クラブソイガイヤー会議
平成26年09月03日

第28回スタッフ会議
　　　　平成26年09月17日

【前回までの流れ（意見と対応）】

(1)  第28回スタッフ会議
　　　　平成26年09月17日
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